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鳥獣被害、共生圏を再構築せよ

等
の

が

の

・
わ

置
る

る
防

設

し

る

回

て

答

多

は

そ

く

住
民
に
よ

い

て

護

と

柵

な

い

、

と

猟

免

よ

助

を

の

用

し
た
支

の

に

助

住

等

・

助

許

得

自

狩

や

取

民、

共

補前
提

費

る

で
援

　

獣
鳥

野
生

れ

人
身

化

るで

害

は

る

刻農

こ

国単

深

い
て

へ

被

全に

の

よ

作

や

が

物
し

が
、

社

鳥

る会

で

、

造

は

ち
の

構

の
野

獣

異

自

な

生

危

に

機

な

常

る

の

動

よ

然

く

た

私

行

れ

果

の

を
対

に
し

そ

が

さ

結

全
国

変
る
。

の
も

投

化

た

の

基

自
で

影

あ

礎

治
体

象

　

獣
に

被

％
ア

ら

に

鳥

る

ン

害

査

よ

、

か

る

の

調

ー

何

ト

野

た

関

と

生

約

野

す

ケ

が

、

％

と
回

の

被

「

害

拡

て

を

そ

け

鳥

い
る

、

ち

約

し

況

う

害

で

が

獣
被

答
状

生

受

く

回

被

で

て

、
も

は
や
国

全
土

」

答

大

た

害

と

局

問

し

い

。

る

し

は

所

な

題

は
な

的

施

題

自

し

基

を

課

体

だ

各

礎

治

の
約

％

に
及

。

ぶ

体

生
鳥

獣

が

　
被

野

害
対
策

実

だ

、

進

あ

か

ん

は

の

齢
し高

で

化
が

る

過

代

。

し

衰

業

疎
化

退

現

、

林
農

や

・

あ

に
よ

は

る

　

を

対

性
に

が

さ

続

。

ら

た

策

界

る

応

提

民

対

し

持

住

と

前

で

能
可

限

い

を

予

算

材

課

る

の

て

治

基

人

自

挙

体
が

、
に門

題

専

足

の

と
し

不

多
く

や

て

げ

礎

企

連

自

行

れ

て

と

い

い

が

な

実
に
も

ら
携

関

体

周
が

治

わ辺

間

、

の

ず

わ

や
民

業

の

、

単

だ
。

独
で
対

し
応

す

し

獣
被

各

情

化

野

害

て

に

域
基
礎

生
鳥

対

治

広

る自

体
が

う

が

構

だ

に
な

い

っ

い
状

地
域

て

ま

「

造

る
べる

守

自

だ
態

い

、

だ

ら

」
と
被

き

害

と

。

そ
、

題

　
こ
の

見

課

直

を

め
に こ

の

構

す

は

物

大

う

だ

野

人
ろ

生

最

造

た

、

動
の

代

緩リ

」

る

再

「

す

共

を

の

生

ザ

生

と

現

デ

イ

間

衝

に

の

の

活
圏

版

地
帯

構
築

圏

で
は

い

を

が

過

可

と

。

去

不

造

の

ま

現
す

ま

な
構
う

里ン

視
点

欠

山

の

再

る

だ

そ

の

ロ

く

ー

、

ン

ド

能

最

工

新

ク

業

新

Ｉ

人

テ

の）

ど

や

知

（

ジ

ノ

ー

Ａ

ロ

、

規
の

企

なナ

を

ン

貢

、

野
生

イ

み
な
ど

用

人
間
と

活

や
社

ス
業

し

献

の

、
動

事

活

ァ
フ

会

仕
組

両

鳥
獣

の

・

ら

圏

面

の

構
築

生ソ

再

の

す

か

る

の

ー

生
圏

間

ハ

ド

を

ト
活

と

フ

共

の

は

で
責

生

　

活
の

鳥

あ

対

る

も

地

野

は

や

害
被

策

。
生

獣

任

な

の

は

い

で

。
都

方

市

共鳥
生獣

生

と

闘

の

いし
て
い
、

の

々

は

を被害

奮

野

安

支

自
・

全

と

え

然

る

て

日

害

鳥

地

よ

地

外

だ

、

域
内

る

を

域

の

だ

も

そ

野努

被

に

こ

力

る

害
か

。

の

ら

生

獣
被

カ

組
ト

制

害

モ

ぐ

を

ネ
・

情

被

域
報

整

」

み

つ
な

度

、

地

の

え

「
・ヒ

・

へ

ノ
・

枠

ウ

援の

す

こ
と
が

ウ

分

急
務

ス
配

蓄
積

ハ

リ

支

を

と

全
国

模

ソ
ー

ノ

で

規

体
系
化

る

獣
と

。

会

発

る

る

共
が
想

に

必

計

要

生
鳥

で
あ

野

再

だ

を

。

す

あ

社

る

設


